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規約 

福岡地域戦略推進協議会 規約 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 この会は、福岡地域戦略推進協議会（以下「本会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 本会は、福岡のポテンシャルを活かした国際競争力の強化を通じて、産学官民が

一体となり、地域の成長戦略の策定から実施までを一貫して行うことにより、福岡都市圏

の持続的な成長を図ることを目的とする。 

※福岡都市圏 

福岡市の広域行政で用いている１０市７町のこと（福岡市、筑紫野市、春日市、大野城

市、太宰府市、那珂川市、古賀市、宇美町、篠栗町、志免町、須恵町、新宮町、久山町、

粕屋町、宗像市、福津市、糸島市） 

（活動） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、福岡都市圏を中心として、次の活動を行

う。 

(1) 福岡都市圏の地域診断や成長戦略の策定 

(2) 地域の成長戦略に基づく個別プロジェクトの構築・推進 

(3) 活動に対する理解・賛同を得るためのパブリック・リレーションズ 

(4) その他、本会の目的を達成するために必要な活動 

２ 本会の活動においては、特定の団体又は個人の営利を目的とした活動は行わない。 
 

第２章 会員 

（種別） 

第４条 本会の会員は、本会の目的及び活動の趣旨に賛同する、次の種別の会員をもって

構成する。 

(1) 正会員 

その意思に基づき本会の活動を推進するもので、応分の負担をしつつ、その目的達成に

向けて貢献できる団体 

(2) 特別会員 

本会の活動を支援・推進するもので、本会の依頼に基づき加入した団体 

(3) 賛助会員 

その意思に基づき本会の活動を支援するもので、一定の負担をしつつ、その目的達成に

向けて貢献できる団体 

※会員＝正会員＋特別会員＋賛助会員 

（入会） 

第５条 本会に入会を希望する者（顧問を除く。）は、書面による入会申請に基づき幹事

会の承認を得て入会することができる。 

２ 特別会員については、役員による申請に基づき、幹事会の承認を得て入会することが

できる。 

３ 公序良俗に反する者は、入会することができない。暴力団及びその構成員、並びにこ

れに類する者は、本会に入会することができない。 

（会員資格の喪失） 

第６条 会員が、次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。 

(1) 退会届を提出し、退会届に記した退会日が到来したとき。 
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(2) 会員である団体が消滅したとき。 

(3) 除名されたとき。 

(4) 本会が解散したとき。 

２ 会員資格を喪失した者は、会員としての一切の権利を失い、すでに納付した金銭その

他本会の資産に対し何等の請求をすることができない。 

（除名） 

第７条 会員が、次の各号の一に該当するに至ったときは、幹事会の議決により、これを

除名することができる。 

(1) この規約に違反したとき。 

(2) 正当な理由なく会費を滞納し、催告を受けてもそれに応じず、納入しないとき 

(3) 入会後に第５条第３項に該当するような者と判明したとき。 

(4) 本会の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 

２ 前項の規定により、会員を除名しようとする場合は、その会員の希望があれば、議決

の前に当該会員に弁明の機会を与えなければならない。 

（退会） 

第８条 会員は、退会届を、退会を希望する１ヶ月前以前に幹事会に提出して、任意に退

会することができる。 

（年会費） 

第９条 年会費は１口５万円とし、正会員は６口以上、賛助会員は１口以上を、入会日か

ら 3ヶ月以内に支払わなければならない。 

２ ただし、幹事会で特に認める場合にはこの限りではない。 

※年会費 

正会員は３０万円以上、賛助会員は５万円以上（協賛金等） 

第１０条 本会は、活動に用いる費用として、年度ごとに協賛金等を募ることがある。会

員は、年会費とは別に、協賛金等を負担することができる。 

 

第３章 役員等 

（種別及び定数） 

第１１条 本会に役員を置く。 

(1) 会長    １名 

(2) 副会長   ３名以内 

(3) 監査役   ２名 

(4) 幹事    １５名以内 

(5) 部会長   部会数と同じ 

（選任） 

第１２条 会長、副会長は、会員の代表者の中から総会において選任する。 

２ 監査役は、総会において指名された会員が推薦した者を、会長が選任する。 

３ 幹事は、総会において指名された会員が推薦した者を、会長が選任する。 

（職務） 

第１３条 会長は、本会を代表し、総会を統括する。 

２ 副会長は、本会の活動に対して大局的な見地から助言等を行う。 

３ 幹事は、幹事会の構成員となり、総会の議決に基づいて会務の執行にあたる。また、

幹事の互選により幹事長を選出し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、幹

事長が代行する。 

４ 監査役は、本会の会計を監査し、総会に報告する。 

５ 部会長は、幹事会の構成員となり、担当する部会を統括する。 

（任期等） 
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第１４条 役員の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 

３ 本条に定める役員の任期は、第３１条１項を踏まえ、部会長には適用しないものとす

る。 

４ 役員は、無報酬とする。 

（顧問） 

第１５条 本会に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、本会の活動に対して専門的立場から助言等を行う。 

３ 顧問は、会長が選任する。 

４ 顧問は、無報酬とする。 
 

第４章 総会 

（構成） 

第１６条 総会は、正会員及び特別会員をもって構成する。 

２ 賛助会員は、総会に出席して意見を述べることができる。 

（機能） 

第１７条 総会は、次の事項を議決する。 

(1) 役員の選任及び解任並びに監査役及び幹事を推薦する会員の指名及びその取消 

(2) 予算の決定 

(3) 決算の承認 

(4) 事業計画の決定 

(5) 事業報告の承認 

(6) 規約の制定及び変更 

(7) 本会の解散 

(8) 部会の設置・廃止に関すること 

(9) その他本会の重要事項 

（開催） 

第１８条 総会は、通常総会及び臨時総会の２種とする。 

２ 通常総会は、毎年１回開催する。 

３ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

(1) 会長が必要と認めたとき。 

(2) 正会員総数の４分の１以上から会議の目的を記載した書面により招集の請求があっ

たとき。 

（招集） 

第１９条 総会は、会長が招集する。 

２ 会長は、前条第３項第２号の規定による請求があったときは、請求があった日から３

０日以内に臨時総会を招集しなければならない。 

３ 総会を招集する場合には、会議の日時、場所及び議決事項を記載した書面または電子

メールにより、開催の日の少なくとも５日前までに会員に通知しなければならない。 

（議長） 

第２０条 総会の議長は、会長がつとめる。 

（定足数） 

第２１条 総会は、正会員及び特別会員の総数の過半数の出席がなければ開会することは

できない。なお、委任状もしくは書面による表決が提出された時は、出席したものとみ

なす。 

（議決） 

第２２条 総会における議決事項は、第１９条第３項の規定によってあらかじめ通知した
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事項とする。ただし、議事が緊急を要するもので、出席した正会員及び特別会員の過半

数の同意があった場合はこの限りではない。 

２ 総会の議事は、この規約に規定するもののほか、出席した正会員及び特別会員の過半

数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

３ 総会をやむを得ない事情により開催するいとまのない場合は、書面による表決によ

り、総会の議決に代えることができる。 

（議決権の委任） 

第２３条 総会に出席できない正会員及び特別会員は、予め通知された事項について書面

をもって表決し、又は他の出席会員に議決権の行使を委任することができる。 

 

第５章 幹事会 

（構成） 

第２４条 幹事会は、会長及び幹事並びに部会長により構成される。 

２ 監査役は議決権を有しないが、幹事会に参加できる。 

（機能） 

第２５条 幹事会は、次の事項を議決する。 

(1) 会員の入会及び除名の承認 

(2) 総会の議決した事項の執行に関すること 

(3) 総会への付議事項の決定 

(4) 事務局の体制及び運営に関すること 

(5) 部会における部会長の選任 

(6) 本会の目的を達成するためのプロジェクトの検討 

(7) プロジェクト等を実施するためのコンソーシアムの組成 

（開催） 

第２６条 幹事会は、次に掲げる場合に開催する。 

(1) 会長が必要と認めたとき。 

(2) 幹事の過半数から、幹事会の目的を記載した書面により、招集の請求があったと

き。 

（招集） 

第２７条 幹事会は、会長が招集する。 

２ 会長は、前条第２号の規定による請求があったときは、請求があった日から１４日以

内に幹事会を招集しなければならない。 

３ 幹事会を招集するときは、会議の日時、場所、審議事項を記載した書面または電子メ

ールにより、開催の日の少なくとも５日前までに幹事に通知しなければならない。 

（議長） 

第２８条 幹事会の議長は、会長又は幹事長が行う。 

（定足数） 

第２９条 幹事会は、幹事及び部会長の過半数の出席がなければ、開会することができな

い。なお、委任状の提出があるときは出席したものとみなす。 

（議決） 

第３０条 幹事会における議決事項は、第２７条第３項の規定によってあらかじめ通知し

た事項とする。ただし、議事が緊急を要するもので、出席した幹事及び部会長の過半数

の同意があった場合はこの限りではない。 

２ 幹事会の議事は、出席した幹事及び部会長の過半数をもって決し、可否同数のときは

議長の決するところによる。 

３ 幹事会に出席できない会長及び幹事並びに部会長は、書面をもって会長又は自らの団

体に属する者又は他の幹事及び部会長又は部会長が指名する者に、議決権の行使を委任
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することができる。 

４ 幹事会を開催するいとまのない場合は、書面による表決により、幹事会の議決に代え

ることができる。 

 

第６章 部会 

（構成） 

第３１条 部会には幹事会で選任された部会長と、部会に参画する団体により互選された

副部会長を置く。 

２ 部会への参画は正会員、特別会員とする。 

３ 部会員は部会にて知りえた情報に対し、善良な管理者の注意義務を負うものとする。 

４ 部会の取組において、部会長が必要と判断した場合は、本会の会員以外の者をオブザ

ーバーとして参加させることができる。 

（機能）  

第３２条 部会は、本会の目的を達成するため具体的な取組みの検討を行う。 

２ 具体的な取組み等を実施するためのコンソーシアムを組成することができる。 

 （開催） 

第３３条 部会は次に掲げる場合に開催する。 

２ 部会の長が必要と認めたとき 

３ 部会に参画している会員の過半数から、会議の目的を記載した書面により、招集の請

求があったとき。 

（招集） 

第３４条 部会は、各部会の長が招集する。 

２ 部会の開催にあたり、部会長が欠ける時は、副部会長又は事務局長がその職務を代理

することができる。 

 

第７章 事務局 

（設置） 

第３５条 本会の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、事務局長その他必要な職員を置くことができる。 

 

第８章 財務 

（収入） 

第３６条 本会運営のための必要な資金は、年会費、協賛金等その他の収入をもって充て

る。 

（会計等） 

第３７条 本会の会計及び契約等の行為は事務局が行うものとする。 

（事業年度・会計年度） 

第３８条 本会の事業年度及び会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとす

る。 

（事業計画及び予算） 

第３９条 本会の事業計画及びこれに伴う収支予算は、毎事業年度ごとに会長が作成し、

総会の議決を経なければならない。 

（事業報告及び決算） 

第４０条 本会の事業報告書及び決算に関する書類は、毎事業年度終了後、速やかに、会

長が作成し、監査役の監査を受け、総会の議決を経なければならない。 

２ 決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。 
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第９章 規約の変更、本会議の解散 

（規約の変更） 

第４１条 規約を変更するときは、総会に出席した正会員及び特別会員の過半数の総会議

決を経なければならない。 

（解散） 

第４２条 本会を解散するときは、正会員及び特別会員の総数の３分の２以上の同意によ

る総会議決を要する。 

（残余財産の処分） 

第４３条 解散のときに存する残余財産は、総会において、正会員及び特別会員の総数の

３分の２以上の議決をもって、その処分方法を決定するものとする。 

 

第１０章 雑則 

（委任） 

第４４条 この規約に定めるもののほか、本会の運営に関する必要事項は、会長が別に定

める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１．この規約は、設立総会において設立が議決された日から施行する。 

 

この改正規約は、平成 24年 4月 25日より施行する。 

この改正規約は、平成 26年 4月 21日より施行する。 

この改正規約は、平成 27年 4月 21日より施行する。 

この改正規約は、平成 29年 4月 22日より施行する。 

この改正規約は、令和 2年 10月 5日より施行する。 

 


